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　　　　　　　　　　　　　　　　 要　旨

　永住を前提 に海外で 生活する国際結婚家庭で は、 日本人の 親が 目本語の継承 を望ん

で も 、 子 どもはその 必要性や有用性 を実感 しに くく、 日本語の 教育や学習の 継続は容

易で はない 。 そこで 、 本稿で は 、
ス イ ス の 日本語学校に長期 間通い

、 高い 日本語力を

習得 した女性 とその 母親にイン タビ ュ
ーを行い

、 その 母 娘の 日本語に対す る意味付 けや 、

日本語教育 ・学習の 体験を明 らか に した 。 また 、 その 母娘が 、
「苦難」 を 「解決」 した

り目本語 を意味づ けた りす る際に、 日本語 学校 の 教師や卒業生な どの 語 りを引用 して

い るこ とを示 した。 さらに 、
こ の 母 娘の 体験が 、 日本語学校で さま ざまに語 り継がれて

い るこ とを明 らかに した
。 日本語学校で は、 日本語には価値があり、 継続すれば将来 よ

か っ た と思い 、中断すれば後悔する とい う語 りが繰 り返 されてい る。 こ うしたモ デル ・

ス ト
ー

リ
ー

は 、国際結婚家庭 が 自分達の 経験を意味づ ける上で 重要な参照点とな り、

日本 語継 承 の 支 えにな っ て い る 。

1．は じめ に

　近年 、 海外 にお ける 日本人の 国際結婚や学齢期の 日系国際児
1）

が増加傾向に ある

（鈴木 2008）。それ に伴い 、近 い 将来 日本に住む 予定の ない 子 ども達の 日本語 習得の ニ ー

ズが顕在化 して い る 。 しか し 、 年少の 継承語学習者 は 日本語を使用する環境や動機 を
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一

ス イヌ の θ本語学校 にあ ける長期学習者 ど母親 へ の 闘ま玻り謝 査か ら一 ：渋 谷 真樹

もちにくい こ と （中島 2001、 佐 々 木 2003
、 中島 2005な ど）や 、 駐在員家庭を想定

した海外子 女教育で は対応 しきれない こ と （佐藤 2001）など、 困難が指摘 されて い る 。

　そ うした 中で、北米か らは、 日系人 によ っ て創設 された 目本語学校 （中島 ・鈴木編

著 1996＞や、補習授業校 内部の 多様な コ
ー

ス （モ イヤ
ー

尾間 2005）、イン ターナ シ ョ

ナル ス ク
ー

ル で の 継承 目本語ク ラ ス （大 山 ・大山 ・津 田 2006）な ど、学齢期の 目系国

際児に継承語 として の 日本語教育 を行 う、 さま ざま な教育実践が報告 されて い る 。

一

方 、
ヨ ー

ロ ッ パ で は 、 イギ リス の 国 際結婚 家庭の 教育戦略に 関す る研究 （Okita ，

2002）や、 ドイツ の 補習授業校にお ける継承 語教育の 現状の 考察 （奥村 2007）、
ス イ

ス の 継承語学習者を対象に した教材 開発 （フ ッ クス 清水 ・ク レ ニ ン 道上 ・カイザー青

木 ・ペ ル セ ニ コ 長森 2004）や 、
ス イス の 日本語学校にお ける国際児の アイデン ティティ

形成に関する研究 （渋谷 2007）などが あるもの の 、よ うや く緒に就い たばか りである。

　そこで 、 本研究で は 、 国際結婚家庭が中心に運営 してい るス イ ス の A 市にある A 日

本語学校
2）

に着 目し、そ こに長年通学 して 高い 日本語力 を習得 した女性 とその 母親に

イ ンタ ビ ュ
ー

調査 を行 う。そ して 、その母娘が、 日本語の 価値を どの よ うに とらえ、 ど

の よ うな 日本語学習 ・教育の 体験を してい るの かを明らかにする 。 また 、 その 母娘がイ

ン タビ ュ
ー中で 引用 してい る他 者の 語 りや 、 母 娘の 体験の 語 り継がれ方を分析 して 、 当

該の 日本語学校で繰 り返 され る 、 日本語 の 価値や 日本語学習 ・教育体験をめ ぐる典型

的な語 りを明 らか にする 。 その 上で 、 そ うした語 りが 日本 語学校を中心 と した コ ミュ ニ

テ ィ の 中で もつ 機能に つ いて 考察する。

2 ．　 研究方法 と理論的背景

2．1 国際結婚家庭を め ぐる スイス とA 市の 概 況

　4っ の 言語を国語 ・公 用語 とする多言語国家 ・ス イス で は 、 子 ども達は 、 複数の 言語

に囲まれ て育つ 。人 口 の 2割が外国人 で あるス イス の 中で、 とりわけ A 市は、地理 的条

件や産業構成などか ら外国人 比率が高い 。 A 市では 、少数言語話者の 母語学習を促進

する母 国言語文化 コ ー
ス （Kurse　in　Heimatlicher　Sprache　und 　Kultur） を設 け、

マ イ ノ リテ ィ の子 ども達の 学業成績や就職機会 の 向上 、社会の 団結の 強化に努めてい

る。 A 日本語学校 もこ の コ ース の ひ とつ として 認可 され 、教室の 無料提供、公 立学校

の成績表へ の 日本語の成績の 記載、教師の 研修機会な どを得て い る 。

　外務省の 「海外在留邦人数調査統計」 平成 21年速報 版によれ ば、2008年の ス イス の

在留邦人数は 8，179人で 、 前年度か ら5．69％増加 して い る。 永 住者割合 は48．17％で全
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世界平均 よ り高 く 、 永住する女性 2
，
709人の 多 くは

、
ス イス 人 と結婚 した 日本人女性と

推測 され る 。
ス イ ス の 目系社会で は 、駐在員家庭に並び、永住者や国際結婚家庭 も大

きな位置を 占めて い る。

2．2A 日本 語学校の概要

　A 日本語学校は 、 1985年に 目本人の 母親達によ り設立 された 。 当時 、 A 市 には複数

の 日本企業が駐在 し、学校創設 にも駐在家庭 と永住家庭が ともに関 わ っ た 。 その後 、

日本企業の 撤退が相次ぎ 、 現在 は永住家庭が圧倒的多数を占めてい る 。 ほ とん どが妻

が 日本人 の 国際結婚家庭で ある。

　A 日本語学校は、 日本語の 四技能 （聞 く ・話す ・読む ・書 く）の 習得 と日本文 化 へ

の理解を深めるこ とを目的に 、 週に 1回90分間、 日本語の授業を行 っ てい る。 2009年 4

月 には 、 6歳か ら20歳 くらい まで の 約50名の 児童生徒を、4名の教師が 7ク ラ ス で 教え

て い る。 義務教育修了頃に 日本語能力試験 2級 に合格するこ とをお よその 目標 に して い

る。

　運営母 体は 、 全保護者お よび教師を会員とする非営利団体で 、 主な資金は 、 授業料

とバ ザー収益である。文部科学省検定の 教科書も使用 してい るが、 日本の 学齢に は対

応 してい ない
。 他に 、 独 自の 教材や 日本語能力試験の ための 教材などを使用 してい る 。

2．3　研究 の 手法 と対 象

　筆者は 、
2005年以来 、

ス イ ス 各地を訪問し 、 国際結婚家庭の 教育に つ い て調査 して

い る。A 日本語学校には調査者 と して 5回訪問し、授業や行事などを参観するとともに 、

関係者へ の 聞き取 り （保護者 ・元保護者 15人、 うち教師を兼ねる者 5人 、生徒 ・元 生

徒 11人、保護者 へ の 集 団イン タビ ュ
ー 1回）や、保護者に 対するア ン ケー ト、資料や

文献の 収集を行 っ て きた 。 本論文で は、これ らの調査か ら得 られた情報を使用する。

　 本論文では 、 特に 、 当時21歳の 女性 X さん とその 母親 M さん へ の イン タビュ
ー

を取

り上げる。イ ン タ ビ ュ
ーは 、2007年 8月 、X さん 宅 にて 、　 X さん とM さん と筆者の 3人

で 、 約4時間 （うち録音は 2時間19分）に渡 っ て 行われた 。 X さん は、 1986年 、 日本人

の 母 とス イ ス 人 の 父 の もとにス イ ス A 州で生 まれた 。
6歳で A 日本語学校に入学し 、 イ

ンタ ビ ュ
ー

時も在学 してい た。イン タ ビ ュ
ー

は終始 目本語で 行われた。X さんは、単語

の み ドイツ 語 または英語で 話すこ とが数回 あっ たが 、 早 口の 関西弁 を流暢に話 し 、 日本

語ゆえに 自由に表現で きない こ とは、筆者の観察の 限 りなか っ た。X さん は、イン タビ ュ
ー

当時 、 目本語検定2級を取得 して い た 。
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一
ス イ

’
X の 臼本 語 学擲 こおけ る長 岬学習者 ど母親 へ の嚴ま敢購 から

一
’渋谷 真樹

M さんは 、 日本で 大学を卒業後 、 イ ギリス 留学中に現在の 夫と知 り合い
、 結婚して

ス イス の A 州で X さん とその 妹を育ててきた 。 イ ン タビ ュ
ー当時 、 賃金労働は してお ら

ず 、 積極的にボラン テ ィ ア活 動を してい た 。

　本稿で こ の イン タビュ
ー

に着 目す るの は、X さんが ス イス で 生 まれ育ちなが ら、 日本

語 を長期 間学習 し、高度な 日本語力 を習得 して い る か らで ある。海外に暮 らし、 日本

で 生活する予定のない 子 ども達が 目本語 を学び続 けるこ とは容易で はない 。 その 点で 、

X さんは平均的な例ではない
。 に もかかわ らず 、 この母娘の語 りには継承語教育／学習

をめ ぐる典型 的な語 りが含まれ て い る。 本稿で は 、 この 母娘の 日本語へ の 意味付けや 日

本語 学習／教育の 経験を分析するこ とで 、 継承 語の 習得 とい う困難な課題 を乗 り越え

るヒ ン トを探求する。

2．4　理論的背景

　本研究で は、イ ンタ ビ ュ
ー

で語 られ るこ とが、語 り手の 思い や過去の 出来事をその ま

ま示 して い る とは考えない
。 語 りは 、 すで に存在する語 りの 引用や修正 の 中で生成する 。

語 り手は 、 複数の 解釈や表現の 可能性の 中か ら、 特定の 文脈 にふ さわ しい ひ とつ を選び

取 っ て提示す る。

　桜井 （2002） は、特定の コ ミ ュ ニ テ ィ 内で特権的な地位を しめる語 りをモ デル ・ス

トー リー と呼ぶ 。
モ デル ・ス トー リ

ーは、その コ ミ ュ ニ テ ィ で 生 活する者に とっ て
、 経

験を意 味づ け る重 要な参照点 に な る。 それ に対 して 、全 体社会の 社会的規範やイデオ

ロ ギーを具現 した支配的言説を、 ドミナ ン ト ・ス トー リー と呼ぶ 。
モ デル ・ス トー リ

ー

は、 ドミナン ト ・ス ト
ー

リ
ー

に共振するこ とも対 立す るこ ともある 。

　駐在 コ ミュ ニ テ ィ では、 「帰国に備 えて 、 日本に住む子 どもと同等の 国語 力を習得す

る」 とい う語 りがモ デル ・ス トー り一
にな りうる。

一
方、永住 コ ミ ュ ニ テ ィ で は 、

「日

本語は付加 的で あ り、過度の 強調は今こ こで の 生活や将来を脅か しかね ない 」 とい う語

りも強い 力 をもち うる 。 また 、
ス イス 社会で は 、 少な くとも教育界に お ける公 的な語 り

としては、多言語 ・ 多文化を尊重 しっ つ 祉会の 統合をはかる語 りが支配 的で ある 。

　そ うした 中で、永住予 定で ありなが ら日本語 の 習得を 目指す家庭は、 目本語 の 価値

や 日本語 学習／教育の 体験 を どの よ うに語 っ てい るの か 。 本稿で は 、 日本 語 学校 に長

年通学 し 、 高い 日本語 力 を習得 した女性 とその 母親の 語 りか ら 、 そ の 内容や構成、反

復の され方をみ て い く。 それ は、単なる
一

事例の 紹介で はな く、困難 な継承語 教育／

学習を継続 しよ うとする コ ミェ ニ テ ィの 実践の
一

側 面を明 らかにする試み で ある 。
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3 ． 母娘 によ る 日本語 をめ ぐる語 り

3．1　母親に と っ て の 日本語 の 意味

　M さんは 、 娘 に 日本語 を習わせ た理 由 として 、以下の 2つ を挙げてい る。まず、X さ

んの祖父母 にあた る 自分の 両親 との 「つ なが り」 を 「保 っ て ほ しい 」 こ とで ある。 M さ

ん の 母 は英語が 「全然で きない の で 、
こ の 子達が （日本語を）喋 らなか っ た ら、 全然意

思の 疎通ができない 」 と言 う。 関連 して 、 M さんは 、 自分と娘 との つ なが りに触れて い

る 。 日本人 である母 親を娘が理解す るためには 、
「日本人 は こ うい う時は こ う考えると

か、こ うい うこ とは嫌だ と思 うとか 」、「目本の こ ともや っ ぱ りちょ っ とわか らない と」

い けない とM さんは述べ て い る。

　もうひ とつ の 理 由は 、
「ちが う言葉がで きる」 こ とが娘 自身の 「財産」 になると考え

るか らで あ る。 それは 、
「直接仕事がみつ か る」 な どとい う近未来的で 即物的なメ リッ

トで はな く、 人 間の 幅や考え方 を広 げる とい う抽象的な レ ベ ル で捉 えられ て い る 。

入 貉的κ もや つ ば 勿勉の 譲 をやる つ でシiラの 〜試 諜 だけ じやな ぐで、文 化 とか 考え

方 とか 、ぞ うい ラの がや っ ぱ グ学ぶわけだ）から、入 務 も広 がる じやな儒 　ご ラい ラふ う

κ言勦 S
’
でき で 、 ご ラい ラふ うに言 うもの か 、 こ うい うふ うに考え でるのか な っ で い ラ

の〜ま 　やっ fStPif！人ノが〕丞ごぐなる で乙、よ う。

M さん が語 る 日本語 の意 味は、ひ とつ は、家族がわか り合い 、 「つ なが り」 を保 つ こ

とで あり、もうひ とっ は 、娘 自身の 人間性や思考を広げる 「財産」 に なるこ とである。

3．2　母親の 日本語教育体験

　で は 、
M さんは、娘に 日本 語 を習わせ てきた経験 をどの よ うに語 っ て い るの だ ろ うか 。

「日本語を習わせ るこ とに迷い はなか っ たですか 」 とい う筆者の 質問に対 して 、
M さん

は 、 「なか っ たですね」 と即答 して い る。 しか し、直後に 「た だ、や っ ぱ り」 として 、

「宿題や っ て い か なか っ た り、 （娘が）『も う嫌だ』 とか 言っ て 、 お友達と遊べ ない とか 、

そ うい う時は 、『ああ、 どうしよう、かわい そ うだな』 っ て 思っ た」 と述べ てい る。

　 また 、
M さん は、わ が子 に 「最初か ら日本 の こ とを全然 教 えな い とか は」 「全 然」

「思 わなか っ た」 と述 べ てい る。
一

方で 、第
一

子で ある X さん を身 ごもっ た際には、子

どもを育て る言語 につ い て 「す ご く心配 」 した とも語 っ て い る。 当時 、 M さんは まだ ド

イ ツ語 がで きず 、 夫は 日本語をほ とん ど理解しない ため、夫婦は 英語で話 して い た
。

し
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ヌ イス の θ本語学授に みゲる長期 学習者と母龍へ の 嚴さ玻 り調査から
一 ’渋 谷 真樹

か し、
「お互い に母 国語 じゃない 」英語で 、

「本 当に子 どもと接する時に 、 怒 っ た りとか

何かを言 う時に」、
「本当の 感情の なんか適切な言葉が出て くる の か」 に 「す ごい 悩んだ」

と言 う。 しか し、 X さんが生まれ てみ ると 、
「自分は 日本語 で べ らべ らべ らべ ら喋 っ て

て 、
こ っ ちで 生まれ育 っ たか ら ドイ ツ語 は （娘 に） 自然に入 っ て きた し 、 英語 もけ っ こ

う英語 を知 っ て る人 とか
、 あの 子 は興味をも っ て て 」、 産前の 心配 は杞憂に終わっ た と

鬲 つ。　　　　　　　 ．

　 この よ うに、M さん は、
一

貫 して娘に 日本語 を教 える意志 をもち、それ を 自然に達

成 したかの よ うに語 っ て い る
一

方で 、折 々 には不安や悩み もあっ た と語 っ て い る。娘が

成人を迎え、共に 日本語でイ ン タビ ュ
ー

に臨んで い る時点において は、娘に 日本語を教

えて きた経験を肯定 して い るが、その過程 におい ては、 さまざまな思考や判断があっ た

と考えられ る 。

3。3　娘の 日本語学習体験

　次に 、 娘の X さんは 日本語学習の 経験を どの よ うに語 っ てい るの か をみてい く。 X さ

ん に とっ て 、
「日本語 を習 うとい うの は」、

「赤 ちゃん （の 時）か ら ドス ン とかぶせ られ

た」 よ うなもの だっ た と言 う。
X さん は 、 幼い 頃か ら母親と日本語で 会話 し、 日本の 絵

本やビデオ 、童謡、そ して 、時折会 う目本の 祖父母 らに囲まれて育 っ た。 日本語 学校

へ の入 学は、母親に 「決 め られ て た」。 入 学の 時点で、 日本語会話に 「困 っ て る感 じは

しなか っ た」。 幼少期の 日本語習得は 「簡単だ っ た」 の で 、生 まれなが らに与え られた

「プ レ ゼ ン トみたい 」 だ と言 う。 こ の ように 、 X さんの 初期の 日本語学習環境 は 、 自ら

の 意志や選択に よるもの で はなく、 与 え られた もの だ っ た 。

　 しか し、学齢期にな り、現 地社会での 行動や交友関係 が広が るに つ れ 、 日本 語学習

は面倒な負担 と認 識 され るよ うになっ て くる。 友人の 誕生 日パ ーテ ィ
ーの 日に 目本語学

校がぶ つ か っ たこ とや 、 夏休み に絵 日記 の 宿題 が 出た こ とな どが 、
「嫌な時」 として 回

想 されてい る。それで も、「厳 しい 」 母親に 日本語 学校に 「行 きなさい 」 と言 われ 、
「抜

けたらダメ」 と強制 され る中で、X さん は惰性的に 日本語 学習を継続 してい た 。

　受け身な学習態度に変化が生 じ、 「本当に 自分か ら行 っ て 日本語を勉強 したい っ て感

じになっ たの は 」、 「愛知万博の 後」 で は ない か とX さん は述べ る。X さん は、高校卒

業か ら大 学入 学まで に猶予期間があ っ た 18歳の 時 、 母 に薦め られた愛知 万博の ス イス

パ ビ リオ ン で働 くた め、5 ヶ 月間単身で 日本 に生活 した。応募 した際には、受け入れ側

か ら 「ちょ っ と若い 」、 「全然働い た経験 がない 」 と言われた もの の
、 結 局 は 「日本 語が

で きるか ら来て 下 さい っ て言 われた」。 こ の こ とは 、X さんがそれまで 無 自覚だ っ た 自
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・
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分の 日本語 力の 有用 さを認識する契機に なっ た と考 えられ る 。

　さらに 、 X さんは、21歳の 時、今 度は 自ら探 して、ボラン テ ィア と して 日本の 地 方

に 5ヶA 問滞在 した 。 愛知 万博には 「世界 中の 人 が来てた 1 し 、
「日本人 とも触れ合 っ

た」 もの の 、 「友達 とかにはな らない 」 まま、 「ぱっ とちょ っ と話すだけ」 で あっ たの だ

が
、

こ の 時には、大人や子 どもに英語を教 えた り、若者の グル
ープ と交流 した りしなが

ら、
「友達できて 、 ふ っ うの 日常生活みたい なもの 」 を経験 した 。 そ うした中で 、 かつ

て 日本 は 「冒険の 国だっ た もの が 、 なんか リアル にな っ て 」 きて 、 「そこ で 生きるの が

楽 しい っ て感 じ」に なり 、 日本が 「本 当に好 きなところに なっ て きた」 と言 う。 「本 当

に 日本 にい て 、 日本人 と
一
緒に暮ら して 、 もうまわ りもほ とん ど日本人 だっ たの で」、

「日本 と私の 間にある関係に とっ て」、 前回以上の 「影響があ っ た」 とX さんは言 う。

　X さんは、 「日本語がで きて なか っ た ら、2回 、 5か月 間 日本 へ 行 っ て 、 そ うい う経験

して なか っ たと思 う」 と語 っ てい る 。 日本に も 「本当によい 友だちもで きた」 X さんは 、

「こ っ ち （ス イス）の 友だちの こ ともい っ ぱい話 した し、
こ っ ちの 友だちにむ こ う （日本）

の 友だちの こ とも話 した し、 なん か （両方の 友だちを）『会わせたい ！』っ て感 じになっ

て る」 と言 う。 目本語学校に 「本 当に 自分か ら行 っ て 目本語 を勉強 したい っ て感 じに

な っ た」 背景には 、 この よ うな経験があ っ たの で ある 。

　X さんは 、 日本語学校の文集
3）

で次の よ うに述べ てい る。

殖 に言 うと、私は つ い最近 ま で　β本語 を学ん で鯏 な こ とが ある とはあま ク，原つ で

い まぜンレで した 。 何牢か 蕨 こぽ 厂β本語 をやめてな 学狡の 茨達 の よ う〜ご遊乙ノ乾 シ、なあノ

と愆 っ でい で 母が β本語 をやめ さぜ で ぐれない の Ia23；1を立 で で い ま した 。 今ttff本語

を楽 し ぐ想え るよ ラに な っ で きま した。 こんなに儼 の ある 、 ダ7 ヤぞ ン み
“

の よ ラなプ

レ セ『ン みをもらっ た の だか ら、 楽 しぐ嬾 して頑 勳 ば まナまナ喜びが蹴 るんだ
’
8

、療っ て い ま先

　X さん は 、 日本語 環境やその 習得 を当然視 して い た幼少 期か ら、 時に負担 に感 じつ

つ 受け身で 学習を続けて いた学齢期 を経て 、 日本語に よ っ て 「本 当の コ ミュ ニ ケーシ ョ

ン 」 を取 り、 「本 当に よい 友 だち 1 を得るこ とに よっ て 、 主体的に 目本語を学ぶ よ うに

な っ て きた。 こ こには、「緊張をもた らす苦難があり、つ づい て危機 （転機 、
m ピ フ ァ ニ ー

）

が 訪れ 、解決 （変身、克服 ）がはか られ る」 （桜井 2005、 42ペ ージ） とい う、 典型的

なス トー リー
の 筋がみ られ る 。 日本にお ける万博やボ ラン テ ィ ア の 経験が 「転機」

4）

となり、X さんは、受け身で 、時に 「苦難」 を伴 うもので あっ た 日本語学習を 「克服 」
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一

ス イス の θ本語学校 〆ごdiLt）tる長 砌学習 者 ど母親へ の嚴諏 り調蒼 か ら一 ！渋谷 鷏

し、主体的に取 り組むようになっ た。 そ して、面倒で あっ た 日本語 には、「ダイヤモ ン

ドの ようなプ レゼ ン ト」 とい う新 し い 意味が与え られて い る。 こ の よ うに 、X さんの 日

本語学習経験は 、「苦難 」 があ りなが ら 「転機」 を経て 「解決」 に至 る とい う、安定 し

た型を得て語 られて い る 。

3．4 娘 に と っ て の 日本語 の 意味の 変化

　次に 、
「転機」 の 前後にお ける X さんに とっ て の 目本語の 意味の 変化を 、 よ り詳細に

みてい こ う。 先 に 、
M さん は 、 日本語 の 意味と して、家族を結び付け るこ とと 、 娘 自

身の 人 間性や思考を広げるこ とを挙 げて い るこ とを確認 した 。
こ の うち、 前者につ い て

は 、 少な くとも今回の イ ン タビ ュ
ーで は 、

X さん は言及 して い ない
。 家族との コ ミュ ニ

ケ
ー

シ ョ ン 手段 として の 目本語 は、X さん に とっ て は あっ て 当然で あ り、ない とい う不

便や悲痛 さは実感 しにくい と推測 される。

　X さんは、む しろ、 日本語学習の メ リッ トとして 、 「他の言葉 を習 うの ももっ と簡単

にな る」 こ とや 、
「仕事 を見つ けるため とかで も、 もしか した らい い 亅 とい う、母親 は

重視 して い なか っ た近 未来 の即物 的な側 面を挙げて い る 。

　 しか し、それ ら以上 に X さん が繰 り返 し言及 したの は、 目本語 ができたか らこ そ 、 日

本で 「本 当の コ ミュ ニ ケーシ ョ ン 」 を取 り、
「本当によい 友だち」 を得るこ とが可能に

なっ た とい うこ とで ある。 これは、X さんの 言葉では 「可能性 とい うの がす ごい 広がる」

こ とで あり、母親が挙げた後者、すなわち、本人の 「財産」 とい う日本語の意味で あろ

う。

　 さらに 、 X さんは 、
「ふたっ とも大好きで 、 ふた っ とももうい っ しょに したい ぐらい 」

の ス イ ス と 日本の 大切 な友だち同士 を 「会わせ 」 て、 「行 っ た り来た り」 させ たい
、 と

述べ る。

前か らス イス の 親 友と 厂い っ しょに β本 へ 行
：

こ ラノ と行 っ で るけ （ど今までは鯉 やっ た

し、仔本の 友だち も ／ヌイス へ 疔 きたい よノ つ て行 つ でるげど 来るか な、い つ 裹るか

な っ て癖 じやけ とち ピ  鮒 行 っ た ク蕪 た クしてぼ しいな 、 ぼん 、とに』

　こ の 夢 を実現 させ るために は 、X さんの 日本語力が重要な要素になるだろ う。　 X さん

に とっ て 日本語は 、 自分の 「可能性 」 を広げ るだけで な く 、 友だち同士
、 ひ い て は 、 国

同 士 をつ なげる意味をもちは じめてい ると考 えられ る 。

　X さんは 、
「日本語 を習 っ た り、 日本 に行 っ た り」、

「ハ ーフ で生 まれ た っ て い うこ と」
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を、 「宝物をも らっ たみたい な感 じ」 と述 べ てい る 。 そ して 、 イ ン タ ビ ュ
ーの 後半で は 、

母親に対 して 、
「日本語 で きて よか っ た 。 あ りが と う」 と述 べ て い る 。 X さん に とっ て

目本 語 は 、 幼少 期 には 自明 で あ り、 学齢期にな っ て 時に負担 となるが 、 成人を迎 える

頃には、 自分の 「可能 性」 を広 げ、 大好 きなス イス と 日本 とを結び付ける 「宝物 へ

と、その 意味を変化 させ てい る。

　なお 、
X さんは、ス イ ス 人 男性 との 子 どもを妊娠中の 日本人女性に 、 生まれ て くる子

どもに 「日本語 を教えた方がい い ？教 えない 方がい い ？」 と聞かれた際、 「教 えた方が

い い よ」 と答えた と言 う。 続け て 、 X さん は 、 自分 に 「も しハ
ー

フの 子 どもがい たら

（日本語を）教えるな」 と言い 、「目本人 じゃない人 と繖 昏し」 て子 どもが 「クウt 一
ター

」

で あっ て も 「教えたい 」 と述 べ て い る 。 それを聞い たM さんが 「よっ ぽ ど努力 しない と

無理 」 と言 うと 、 X さんは 、
　 fじゃ あ 、 日本人 と結婚 しない と」 と笑 い 、

「国際結婚 っ

て難 しい んやな」 と返 して い る。
こ んなや りと りが 日本語で で きる こ とは 、 日本語が母

と娘、 そ して 、 その 子 どもとを結び 付けてい くことの 象徴であり、 娘に母 親を 「理 解し

て も らい たい 」 がた めに 日本の こ とを伝 えて きた M さんの 希 望が 現 実化 した
一
場面 で

あろ う。
X さん 自身は明確には認識してい ない が

、 国際結婚をして海外でわが子 に 日本

語を教 えて きた母親 に感謝 し、共感するこ とに あらわれ てい るよ うに、X さん の 習得 し

た 日本語は、結果 として 、 家族の 「つ なが り」 を保 つ こ とになっ て い る。

4 。 引用 され反復 され る 日本語 を め ぐる語 り

4．1　母娘 による 他者 の 語 りの 引用

　M さんやX さんは、 目本語教育／学習の過程 で感 じた 「苦難」 を 「解決」 した体験

を語 っ た り、 日本語 の 意味 を述 べ た りする際に 、 しばしば 、 日本語学校の 教師や 卒業

生 な ど 、 他の 人の 語 りを引用 して い る 。 た とえば 、 日本語学校 に行 き渋る娘 を不憫に

思 っ て もなお 、 通学させ 続けた こ とを述べ る際 、 M さんは 、
「ち ょ っ とで も続けて い く

と い うの が大事だ」 と い う日本語学校の 教師の 語 りを引用 して い る。

や っ ばク、 β本語学痴の 先生祺 なん と力嚇 げて〜続げで そん なにた ぐさん 循暫 とか
、

そん な〜こ しな ぐで らい いか ら、 ちよ っ とで も紛 げてい ぐとい うのが大離 わ てお っ しや つ

でるか ら忽 や り ぱ クそ うだな と．蟹ラ。 やなウ丞 ま っ ちや つ た ら、 、どンレ、ど）をどん どん，忘

れ で い ぐで しょ 久 や っ ぱ 〃。 だか ら、 あ る齪 ま でなん と力続 けでと〃、ラの な想 っ で

い ま したね ，
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　同様に、X さん も、 日本語学習になか なか 主体的になれなか っ た学齢期 に、 「『もっ

とお となに なっ た ら、 や っ て て よか っ た っ て思 うよ』 っ て 先生 に言われ て た」 と語 っ て

い る 。

　こ の 教師に対 して 筆者が行 っ たイ ン タ ビ ュ
ーによる と、教師は、 日本語学習には 「い

ろい ろな続け方」 が あ り、 やめない で 「細 々 とで もい い か ら」続けるこ とが大切で ある

と、こ とあるご とに母親や子 どもに訴えてい ると言 う。また、「あとでみんな 『よか っ た』

っ て言っ て くれ る」 こ とを、母 親たちに も子 ども達にも 「しつ こ く言 っ て る」 と言 う。

私は い つ も子ど も諮 こ、 1がん ば っ でや っ てた らやっ ただけ 、 や っ でよか っ た と，療ラわよ、

将来ノ っ で 、 こ麗 EJt；絶対に 、
厂そ ラい ラ．ん罐を ，

　SEtXみて るか らねソ っ で 詳っ でるか ら。

　 この よ うに、 「なん とか続 けて」 い れば、将来きっ と 「や っ て よか っ たと思 う」 とい

う語 りは、A 日本語学校を中心 とした コ ミ ュ ニ テ ィ で繰 り返 し語 られ、参照 され て、容

易で はない 継承語教育／学習の継続を支えて い ると考え られる 。

　また 、
「日本語 で きて よか っ た 。 あ りが と う」 とい う言葉を娘か ら受 けた際 、 M さん

は 、
「やっ ぱ り成人 になっ て

、 ああ、 やっ てて よか っ た っ て 、 やっ てた人は 、 や っ ぱ りやっ

て て よか っ たと思 うんで し ょ うね」 と述べ て い る。 X さん も、「 （や っ てた人 は、やっ て

て よか っ た と）絶対思 うと思 う」 と応 じて い る 。 こ こで もまた、続 けて い れ ばあとになっ

て 「や っ て て よか っ た と思 う」 とい う語 りが繰 り返 され てい る 。 さらに、「や っ ぱ り」 と

い う表現が 、
「や っ て て よか っ た と思 うj こ とが予 想 され た事態だ っ た こ とを暗示 して

い る 。

　こ の 場 面で、M さん は、 日本語 学校の 卒業生 とその 母親の 体験を 引用 してい る。 子

どもに 目本語 を 「厳 し く教えた」 その 母親 は、 日本語学校の記念行事で息子 が卒業生

として ス ピーチをする際に、 「鬼婆みたい に怒 られた とか 、そん なこ とを言われた らど う

しよ うっ て」 「心 配 して た」 と言 う。 しか し、 実 際には 、
「す ごい い い こ とを言われた」。

その ス ピーチ の 概要は 、 子 どもの 頃は 日本語学校を 「面倒」 に思 っ て い たが 、
「言葉の

勉強は鍵 を手 に入れ る こ と」 で あり、
「その 鍵で 不 思議な扉を次か ら次 へ あける こ とが

で き、その裏 に は別世界が待 っ て 」 い る こ とに気づ くに到 り、 「日本語 をみずか ら勉強

するよ うに」 なっ た とい うもの で ある 。 さらに、 「苦労 し て 手 に入れ た鍵 なの で 、 目の

前に展 開する世界は格別です」 と、その卒業生は 述 べ て い る
5）

。
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こ の ス ピーチ につ い て 、 M さんは次の よ うに語 っ て い る 。

XX さん の とこ の 慈子 さんが 言われたの は 、 腱 を持た され たノ っ で ね 、 扉を飆 ナる。

それは すご ぐよ 臨 　仲 鯉 あれ 、本 当ぞ うだ と想 い ま先 だか ら、 本 当κ錚を渡 して1

鯉 て儼 げるの は β分 本入だけど も、なんか 鑵を渡 して、ひとつ の 扉を爾 げられ る鍵を渡

しで 、 やっ ぱ クそれ だと想 い まナよね
、 日本語学狡をやっ て い るの 〜諏

　X さん も、 同様に 、
「ほんまに鍵やなあ」 と賛同の 意を表 して い る 。 こ の ス ピーチは、

記念行事に参集 した A 日本語学校の 多くの 関係者が聞き、記念誌にも掲載 されて い る。

また 、 筆者の 聞き取 り調査で も複数の 人が引用 して い る 。 日本語は 、「別世界」 へ とつ

なが る 「鍵」 で あり、
「苦労」 の 分だけ 「格別」 の 経験を味わえる 、 とい うこ の 卒業生

の 語 りは、具体的な経験を伴い ながら、 「なん とか続けて」 い れ ば、将来きっ と 「や っ

て よか っ た と思 う」 とい う先の語 りを再生産 してい る 。

　逆に 、 他者の 体験を反面教師 として 引用 しなが ら、 日本語 は 「や っ とい た方がい い 」

と語 られ るこ とが ある。 娘 を何語で 育て るべ きか迷 っ た経験 を語 っ た際 、 M さんは、子

どもに 日本語を教えなか っ た 日本人の 母親に つ い て 言及 してい る。

ちょ っ と逝朔 こ、 や っ ぱ 〃β1本 入の方 で 　もう私よ 〃だい ぶ年の 方で 、も爻媛 さん も大

入 〜ごなられた方に 君纏 た。 や っ ぱ久 紡〜プら轟 た らい い でナよ っ で言 ラ。 や っ ぱ ク媛

さん ら大 きぐな っ てか ら、
［なん で β本語 を教 えで ぐれ なか っ た汐ヲ っ で廓拗 た っ で浮

うん てサ 「よね， ピ幅 協 あ 、 や っ ぱ 〃、だか ら、 じやあ 、 や っ ば 久 や っ （をいた 左が

い い の か なノ つ で い ラの 胤

　 日本語を教えなか っ た親を子 どもが成人 してか らなじる とい う話は 、 他のイン タビ ュ
ー

で もしばしば聞かれた 。 た とえば 、 前出の 日本語学校教師は 、 次の よ うに述べ て い る 。

fie“）しでそれ 仔 伽 ヨ號 がるこ と丿 を翔 し切 っ でや らぜ なか っ たの y つ て 仲 韜リ 凌

で 僧 分 の 子 ど も〜ζ♪録翻 まナよ っ 煮 私 はぎ っ たん で六 みんな〜こ。 本当にぞ 」だ

か ら。

こ うした語 りは 、 多くの 場合 、 本人 自身の 体験で は なく、誰か の 体験の 伝聞で ある。ま

た 、先の 、 「お となにな っ た ら、や っ て て よか っ た っ て 思 う」 とい う語 りが 、具 体的 な
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ス イズ の θ本語 学根『に おける長鰐学習者ど母親 へ の 嚴ま琢〜り調登から
一 ！渋谷 真樹

固有名詞 を伴っ た知人の 体験として語 られ るの に対 して 、
こちらはあま り親 しくない 他

者の 体験 として 語 られるこ とが多い
。 親 しい 人に よっ て リア ル に語 られ る肯定的な経験

を 、 漠然 と暗示 され る否 定的な経験が相補 っ て 、 日本語を 「や っ とい た方がいい 」 とい

うこ とが強調 されてい る 。 両者 は、 日本語教育／学習を両側面か ら支え、困難で ある

日本語教育／学習を継続してい くこ とを促 してい る 。

　 以上の こ とか ら、A 日本語学校 を中心 とした コ ミ ュ ニ テ ィで は 、 日本語教育／学習を

続けてい れば、将来 「や っ て て よかっ た」 と思 う
一

方、やめて しまえぱ後悔するこ とに

なる、とい う語 りが モ デル ・ス ト
ー

リ
ー

にな っ て い るこ とがわか る 。 先に行く家族の 体

験が後に 続 く家族へ と語 り継がれて 、国際結婚家庭の 日本語継承を支えて い る と考え

られ る 。

42　語 り継がれ る 母娘の 体験

　さらに 、 日本に 2度の 滞在を果た した X さんの 体験 も、 A 日本語学校におい て さま ざ

まに語 り継がれて い る。 まず 、
X さん 自身が

、
　 A 日本語学校の 文集 に 、

2年にわた っ て

経験 を書き綴 っ て い る。そ こで X さん は、 自分の 経験 を記 した上 で 、「この ような良い

経験がで きた理由の
一

つ は 日本語を勉強 してきたか ら」 で あり、「こんなに価値の ある、

ダイヤ モ ン ドの よ うなプ レ ゼ ン トをもらっ たの だか ら、楽 しく勉 強 して頑 張れば、ます

ます喜びが増 えるんだ と思 っ て 」 い る と記 して い る。最年長生徒の ひ と りらしく、内実

共にきわだっ て充実して い るX さんの 文章は 、 日本語学校に集 うすべ て の 家庭に配 られ 、

多 くの 母 親や子 どもの 目に触れて い る と思われ る。

　また、教師も積極的にX さんの 経験を語 り継い でい る 。

　 fX ちやん 、それ ∠愛 卸万靜 での鏗饌7 ね、先 生、みん なに 君っ でい い 9ノ つ で言 っ

た ら、
厂い いよ。 いいよ 。 ノ つ で言 っ で 　厂言っ であげてン っ で い 彡感 じ亀

X さんか ら 「本当に先生の 言 うとお りや っ て よか っ た」 と言われた と言 うこ の 教師は 、

X さん は 日本語能力試験の2級 に受か っ たか らこそ愛知万博に行 くこ とがで きたの だ と

して、 A 目本語 学校の 教室で年少 の 子 どもた ちに 日本語 学習の 効 用を語 り聞かせ てい

る 。

　加 えて 、
こ の 教師 を含む A 日本語学校の 有志が 開催 したバ イ リン ガル 教育に関す る

パ ネル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン では 、X さんが生徒 として 自分の 日本語学習経験を語 っ て い る 。

こ の パ ネル デ ィス カ ッ シ ョ ン は 、 就学前の 日系国際児を もっ 母親を主な対象 と した もの
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で 、X さんの他には、年長の 母親や 日本語学校の 教師がパ ネラーを務めた 。 この パ ネル

ディ ス カ ッ シ ョ ン に つ い て
、 教師は次の ように述べ てい る。

若い お 母さん遮賦 や っ ぱ ク繍 がない か ら、 どうな っ ちや 」ん だろ うか とい うの が み

え てれ ば 盈 だげや っ てみ よ うっ でい ラ気になるか もしれな嬬 ‘中婚リや っ ぱ 〃それ

な ナごぐ甥 の でる若 〃、お 母 さん齏に な よレ・こ とだ と葱 ラん でナよ、ぞうい ラ ρ弋イ グ

ンガ ン畷 配 り務鏡を羸 ぐ。 それ をナるか しない か 〜捌 として〜 ああ、 そ うい ラ入 もい

るんだわ でe　．，　」　itl，

参加者か らは 、
「親の 立場か らの 経験談は耳にす るこ とがあっ て も 、 子 どもの 立場 と

い うの はなか っ たの で」、「X さん の 体験談は、特 に参考に」 なっ た とい う感想 とともに 、

「うちの （子 ども）2人 も、 20年後に X さんみ たい に思 っ て くれ る とい い なあ
…1 とい

う声が寄せ られて い る。 また、墳 重な体験談を聞き、その 中で も特に大きくなっ た ら

皆 日本語を勉強 して 来た事に感謝 して い るとい う話を聞い て 、私 も前向きに考えられ る

気が しま した」 とい う感 想もある
6）

。

　これ らか ら 、 X さんの 経験もまた 、
「お となにな っ た ら 、 や っ て て よか っ た っ て 思 う」

とい うモ デル ・ス トー リーを再 生産する具体例 として 、 繰 り返 し語 り直されてい るこ と

がわか る。
こ うしたモ デル

・ス トー り　・一は 、 日本語 の 今ここで の 必 要性や近い 将来の 有

用性が感 じられに くい 環境で、さまざまな 「苦難」 に立 ち向か っ てい る国際結婚家庭の

親子 に とっ て 、 自分の 経験や 目指す方 向を意味づ ける上で 、大きな支えになっ て い る。

A 目本語学校は、 日本語の教育／学習機会だけでなく、モ デル ・ス トーリーを提供する

こ とによっ て 、ス イス で 学ぶ 日系国際児達を 日本に結び っ ける機能を果た して い る。

5 ．おわ りに

　本論文 で は、 日本語 学校 に長年通 学 し、高い 日本語 力 を得た 日系 国際児 とその 母親

へ の イ ン タビ ュ
ーか ら 、 当事者の 日本 語 に対す る意味付 けや 日本語教育／学習の 体験

に迫 っ た 。

　母親は 、 家族 をっ なげ、子 どもの 可能性 を広げるとい う意味を 、 日本語に付 して い た 。

イ ン タ ビ ュ
V一

時点で は 、 日本語 を教えて きた過程を肯定的にふ り返 っ て い るが 、 折 々 に

は迷い や不安もあ っ た 。 そ うした 「苦難 1 を 「解決」 し、 日本語に積極的な意味を与

えて い く際に は 、少 しずつ で も日本語教育を継続 して い れ ばあとで 「や っ て てよか っ た」
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と思い
、 中断すれば後悔する、 とい う、 日本語学校の 教師や卒業生 、 年長の 母親達の

語 りを参照 して い た 。

　一方 、 娘は 、所与 の もの と して 日本語 環境 を享受 し始 めるもの の
、 学齢期 には困難

も経験して い た 。 そ うした場合には 、 教師や母親か ら日本語の 将来的な有用性を説か

れ 、 学習の 継続 を促 されてい た 。 そ して、成人 を迎える頃には、 日本語によっ て可能性

が広がる体験をして 、 日本語 を 「宝物」 と感 じるよ うにな り、 日本語学習を 「や っ てて

よか っ た」 とい う語 りに深 く共感するよ うに なっ て い た
。

　 目本語 には価値があり、その 教育や学習 を継続 して いればあとで 喜びが訪れ、やめれ

ば悔い るこ とになる とい う語 りは、A 日本語学校で繰 り返 されるモ デル ・ス ト
ー

リ
ー

で

ある。 各 々 の経験は これ に沿 っ て意味づ け られ 、語 り継がれて い る 。 日本語の必 要性が

感 じられ にくく、 ややもすれ ば現地社会 へ の 同化が強調 されかねない 永住 コ ミ ュ ニ テ ィ

におい て 、 日本語を継承 して い くためには 、 日本語の 価値や 日本語を介して 得た貴重な

体験を繰 り返 し語 るこ とは重要である 。 日本語 学校は 、 単に教育／学習機会を提供す

るだけで な く 、
モ デル ・ス トー リーを再生産 し続けるこ とに よっ て 、 日本語 の 継承 を支

援 してい る。

　 ただ し、語 りだけでは 、 日々 の教育や学習の 「苦難 」 を乗 り切 る こ とは保障され ない。

佐々 木 （2003）は 、 年少の 継承語学習者 に対 して 、 教師 ・家族 ・友人が 「有益だ」、

「大切だ」 と説い て もあま り効果は ない として 、 む しろ 、 授業をお もしろくした り、 褒

めた り、 賞や 特典を与えた りする こ とで動機付けるこ とを薦めてい る 。 A 日本語学校の

15歳の ある生徒は、 日本語学習を 「楽 しい と思 っ て や っ た こ とはない 」 けれ ども 、
「将

来に役立 つ か もしれない っ てお母 さん とか にも言われ て い るの で j、
「もしか した ら使え

る」 と思 っ て がんばっ て い る、 と述べ て い る。 こ の よ うに、学齢期か ら思春期 にか けて

しばしばみ られる 、
モ デル ・ス ト

ー
リ
ー

には 同調 して も 、 それ が 自らの 経験を意味づ け

るために有機的に結び つ い て い ない 場合につ い て は、今後追求 して い きたい 。

注

1）

）2

）

）

34

鈴木 （2008、5ペ ージ）は、「国籍 と民族が異なる男女の 間に生まれ た子 ども」 を 「国際児」、

そ の うち 「両親の どち らか が 日本人 で ある 国際児」 を 「日系国際児」 と呼 ん で い る。

調査協力者の希望 に より、教育機関名お よび所在地名は仮名 とする 。 こ の こ とに より、読者

が 関連す る文 献や資料に当たれ ない などの デメ リッ トがあるが、小 規模の 自主運営組織で あ

るこ とを鑑み、子 ども達の 学び の 場が安定的に維 持され る こ とを優先した 。

A 目本語学校 の 2005／2006年版生徒文 集に、「愛 ・地球博で の 経験」 として掲載されて い る。

「転機」 とは、「経験をもとに し た主観的 リア リテ ィ の 変化の こ とで あり、新 しい 意味体系の
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　　獲得過程 の こ と」 （桜井 2002、236ペ ージ）である。

5）　 A 日本語学校の創立20周年記念誌 （2005）に 、
「祝辞」 として掲載されてい る 。

6）　 A バ イ リンガル を考える会 「パ ネルディ ス カ ッ シ ョ ン 『バ イリン ガル を考える』開催報告」 に

　　 よっ た 。
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